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電波の「見える化」を進める上で、 

FCCのSpectrum Dashboardから参考になるこ
とは何か？ 

 

 

ＦＣＣに聞いてみよう・・・ 
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FCCのSpectrum Dashboardの背景 

 オバマ政権のOpen Government Directive (2009.12) 

--transparency, participation, collaboration 

 

 

 ジェナカウスキーＦＣＣ委員長のもとで、2010年に始まった
（2009年～2010年） 

 

 ARRA法⇒NBP⇒⇒Spectrum Dashboardへ（2010.11）“もっと
使いやすいデザインへ“ 

 

 FCC全体で様々な部局のデータをまとめ、データをシェア、管
理する。 

 

 3







FCCのSpectrum Dashboardについて（２） 

 どのくらいの人が携わっているのか？ 

＞＞＞無線局で3－4人。他に契約者を通して8－10人 

 

 どのくらいの頻度で更新しているのか？ 

＞＞＞一か月に一回の更新で8000ドル 

 

 何に苦労したか？ 

＞＞＞すべてのデータを集めて古いシステムから新しいアプリ
ケーションへ移行すること（費用もかかった） 

＞＞＞いまでもデータをすべて把握していない （ex.周波数利
用状況、携帯電話の基地局の位置など）⇔今もデータを把握す
ることが課題 
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FCCのSpectrum Dashboardについて（３） 

 何が必要か？ 

＞＞＞インフォメーション・デザイナー、プレゼンテーション  

    がポイント。ユーザ・インターフェースが重要。ユー 

    ザの観点。 

＞＞＞特に、デザイナーを“Dashboard”を作る過程で対等  

    な参加者として扱うことが重要 

 現在のSpectrum Dashboardの欠点 

＞＞＞Mapとそのエリアの情報が同時に出てこない 

＞＞＞リンクが送れない、情報がシェアできることが重要 

＞＞＞表示速度 
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